
中標津町強靭化計画期間の延長について 

 

１　計画の期間延長の考え 

　本町では、国の「国土強靭化基本計画」や、北海道の「北海道強靭化計画」と調和を保ちつつ、今後想定

される大規模自然災害から町民の生命・財産を守り、本町の持続的な成長の実現に向けた強靭なまちづくり

に関する施策を総合的かつ計画的に推進するため、令和2年6月に「中標津町強靭化計画」を策定し、令和

4年6月に推進事業一覧の一部改訂を行っております。 

　　「中標津町強靭化計画」は、令和5年7月の「国土強靭化基本計画」の変更を受け、令和6年度で計画期

間を終えるため改定を予定しておりましたが、北海道の「次期北海道強靭化計画」の策定が令和7年2月

末現在策定中であり、「中標津町強靭化計画」の改定にあたっては北海道強靭化計画と調和を保つ必要があ

るため、現行計画の計画期間を1年延長し、国、北海道の計画を踏まえた改定を進めます。 

また、令和8年度からの5か年計画である「第7期中標津町総合計画後期基本計画」の策定作業を現在

進めていることから、両計画の計画期間及び、内容の整合性を図るとともに、効率的、かつ総合的な施策の

推進が図られるよう努めます。 

　　なお、今回の計画期間延長に伴う目標年度、数値目標の再設定は行いません。 

　　 

２　計画の位置付け 

・国土強靭化基本法（第13条）に基づく国土強靱化地域計画 

　・国土強靱化に関し、地域防災計画をはじめとする中標津町の分野別計画の指針として、町政の基本方針で

ある「中標津町総合計画」と整合を取り、国、北海道、他市町村及び民間事業者等による取組を含め、中

標津町における国土強靱化施策を推進するための基本的な指針として位置付け 

  

 

 

 

 

 

 

地域防災計画と強靭化計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

中標津町総合計画

・中標津町地域防災計画 
・中標津町水防計画 
・中標津町公共施設等総合管理計画　 
・その他計画

連携

中標津町強靱化計画

特定分野別計画

北海道強靱化計画

国土強靱化基本計画

調和

調和

国土強靭化地域計画 地域防災計画

社会経済 
システムの 

強靭化

応 急

迅速な 
復旧･復興 
体制整備

■産業、エネルギー、まちづくり、 
交通等、大規模自然災害への 
平時の備え

応急体制 
整備

復 興

あらゆる大規模

自然災害に備える

ため、「事前防災・

減災」と「迅速な復

旧・復興」に資する

施策を、まちづく

り政策や産業政策

を含めた総合的な

取組としてまとめ

るもの

地震や風水害、

雪害などの「リス

ク」を特定し、その

リスクに対する対

応を取りまとめた

もの

【国土強靭化地域計画】 【地域防災計画】

災害予防

復 旧

発災前 発災後

■共通対策編 
■地震防災計画編



３　計画期間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４　中標津町強靭化計画改定スケジュール 

  　令和７年４月～　　　策定作業開始 

　　　　　　８月　　　　原案策定 

　　　　　　９～12月　　議会説明、意見集約（パブリックコメントを想定） 

　　令和８年３月　　　　強靭化計画改定 

 

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13年 度

基本構想

基本計画

強靭化計画

総
合
計
画

１０か年

前期５か年 後期５か年

５か年
（R2～R6）

５か年
（R8～R12）

延長


